
＜公園と学び＞
○自然の観察
・学校の授業で活用
・四季の変化に触れる
⇨自然への興味
　自然保護

○SDGs学習
・公園の工夫を知る
⇨SDGsについて理解を深め、行動のきっかけになる

○地域のふれあい
・ラジオ体操
・ボランティア活動
・イベントの開催
⇨地域の繋がり
　まちの活性化

３班　大堤沼インクルーシブ公園化計画案

＜背景＞

・周辺に学校、老人ホーム、支援センターが多い

・大堤沼の広い土地を有効活用できていない

　　　  ➔住み続けられるまちづくりを

　　　　　（SDGs 11）

＜目標＞
環境に配慮しつつ、大堤沼公園を
「インクルーシブ公園（＝老若男女、障がい
の有無に問わず利用でき、運動にも適した
公園）」に作り変える。

②新たな広場の作成

・中堤と下堤の間の　　       
　スペースを活用　　　

①遊具の設置
・ユニバーサルデザイン　
を意識
・伐採した木を再利用

＜参考資料＞
神戸市建設局公園課資料　まるっとつるがや資料 　みーんなの公園プロジェクト 　https://www.minnanokoen.net/concept/

⑤ベンチ､東屋､街灯設置
　・快適に休める
　・安全性の向上

＜今後の活動計画・展望＞
・周辺の住民へのアンケートを実施(進行中)⇨アンケートの結果から案の改正を行い市や区へ提案

④スロープの設置  （出入り口）
・公園に沿って設置

④ウォーキングコース
・自然を楽しみながら歩ける
・ゴムチップ舗装で安全に

⑥駐車場、トイレの設置
・広場、中堤は水道が引けない
 

これまでの活動
・フィールドワークによる環境調査　　　　　　・神戸市建設局公園課での発表
・山形大学環境デザイン学科との相互発表　　　・ユネスコスクール全国大会出場
・地域団体｢まるっとつるがや｣及び鶴ケ谷地区町内会長との対談⇨地元住民との連携

⑥花を植える
・開花時期をずらす
・在来種を使用

③伐採・除草
・通路や広場を中心
・環境に大きな影響を与えない
・ウッドチップ使用で管理◎

①新たな広場の作成
・中堤と下堤の間のスペースを活用

②遊具､健康器具､ベンチ､東屋､街灯の設置
・ユニバーサルデザインを意識した遊具

③伐採、除草、花植え
・伐採した木は遊具､柵等の素材として活用
・除草は通路、広場を中心に行う
・元から生えている種類の花を植える

④スロープの設置（出入り口）
・公園を沿っていくように設置

⑤ウォーキングコースの作成
・中堤・新広場を囲うように設置
・自然を楽しみながら歩ける

⑥駐車場、トイレの設置
・隣接する空き地(旧老人ホーム)を活用

④スロープの設置（出入り口）
・公園を沿っていくように設置

⑤ウォーキングコースの作成
・中堤・新広場を囲うように設置
・自然を楽しみながら歩ける

⑥駐車場、トイレの設置
・隣接する空き地(旧老人ホーム)を活用

＜公園と学び＞

○自然の観察
・学校の授業で活用
・四季の変化に触れる
⇨自然への興味･自然保護

○SDGs学習
・公園の工夫を知る
⇨SDGsについて理解を深め、
　行動のきっかけになる

○地域のふれあい
・ラジオ体操
・ボランティア活動
・イベントの開催
⇨地域の繋がり・まちの活性化

トイレの管理

https://www.minnanokoen.net/concept/

